
『グラウンドアンカー国際フォーラム 2006』 

－グラウンドアンカーの過去・現在そして未来－ 

International Forum on Ground Anchors 

－Past・Present・Future－ 

 

主催：社団法人 日本アンカー協会  共催：社団法人 地盤工学会 

 

 

 世界でグラウンドアンカーが使われ始めてから７０年、日本では５０年が経

過しています。現在、国内では毎年約３,０００箇所以上の現場で採用され、毎

年の施工延長は約２,０００ｋｍにも及んでいます。 

 

 今後のグラウンドアンカー技術の更なる向上と振興を目指して、海外及び日

本のグラウンドアンカーの権威者が一堂に会し、次に掲げるテーマについて講

演及び討論を行います。 

 

○グラウンドアンカーの点検・調査・補修による耐久性向上 

○技術的・経済的に優れたグラウンドアンカーの積極的利用 

 

 

 日  時 ： 平成１８年１０月１８日（水）１０：００－１６：００ 

 

 会  場 ： 社団法人 地盤工学会 地下大会議室 

       （東京都文京区千石 4-38-2  TEL03-3946-8677） 

 

 定  員 ： １００名 入場無料 

 

 

 

 

 

 

 

 



『グラウンドアンカー国際フォーラム 2006』プログラム 

 日  時 ： 平成１８年１０月１８日（水） 

 会  場 ： 社団法人 地盤工学会 地下大会議室 

時 間   内     容    講 演 者 

10:00 

～10:10 

開会挨拶 佐丸 雄治 

(日本アンカー協会) 

10:10 

～10:30 

日本のグランドアンカー 

 

 

久保 弘明 

(日本アンカー協会) 

10:30 

～11:00 

グラウンドアンカーの新しいマニュアル 

「グラウンドアンカーの点検・調査・補修マ

ニュアル」（案） 

宮武 裕昭 

(土木研究所) 

11:00 

～11:30 

斜面崩壊防止対策におけるアンカーの有効 

利用 

 

汪  発武 

(京都大学) 

11:30 

～12:00 

環境と防災－グラウンドアンカー技術の積

極的利用－ 

 

青木 謙治 

(京都大学) 

 （休 憩）  

13:00 

～13:30 

ヨーロッパにおけるダムのグラウンドアン

カーによる補修・補強 

 

F.Stutzel 

(Dywidag-Systems･ﾄﾞｲﾂ) 

13:30 

～14:00 

北アメリカにおけるダム修復のためのロッ

クアンカー 

 

D.A.Bruce 

(Geosystems･ｱﾒﾘｶ) 

14:00 

～15:00 

永久グラウンドアンカーの維持管理試験と 

供用中アンカーのモニタリング 

 

G.S.Littlejohn 

(Bradford 大学･ｲｷﾞﾘｽ) 

15:00 

～16:00 

日本のグラウンドアンカー基準の変遷 

－過去・現在・未来における応用－ 

 

藤田 圭一 

(日本アンカー協会) 

16:00 

～16:10 

閉会挨拶 藤田 圭一 

(日本アンカー協会) 

 


